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１．目的 

普段、我々が目にしている石鹸には透明なものと不透明なものがある。どうしたら無色透明になるの

か、また透明石鹸は普通の石鹸と何が違うのかを調べることを目的としてこの研究を行なった。 

 

２．概要 

 固体は、分子同士が熱運動よりも強い力で結合して密に詰まっている状態である。また、結晶は、分

子が空間的にある規則性をもって配列している状態である。 

石鹸は両親媒性といわれる分子で、疎水基（図の―部）、親水基（図の○部）がそれぞれ向かい合う

ように並んでいる。飽和脂肪酸は疎水基が直線状なので結晶化しやすい。不飽和脂肪酸は、疎水基に二

重結合を含んで折れ曲がった構造をしているので、結晶したときに隙間ができる。普通の石鹸では、図

１のように結晶のかたまりが大きいため、光が散乱し、色が着き、濁って見える。水を多く含む場合、

水分は親水基側の層に挟まれるように存在しており、結晶のかたまりが小さくなり光を散乱しにくいが、

分子間力が弱くなり流動性を持つ（図２）。透明石鹸では、脂肪酸の割合を液状にならない程度にし、

透明化剤（水など）を適度に分子間に入れ、結晶のかたまりを小さくすることで光の散乱が少なくなり

透明に見える。 
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図１ 普通の石鹸（結晶）    図２ ジェル石鹸（液晶）      図３ 透明石鹸 

 

３．使用試薬 

(1) オ イ ル： ひまし油、パーム油、やし油、ステアリン酸、オレイン酸 など 

(2) アルカリ： 水酸化ナトリウム、精製水 

(3) 透明化剤： グラニュー糖、グリセリン、エタノール、精製水 など 

 

４．方法 

(1) さまざまな比率でブレンドしたオイルに水酸化ナトリウム水溶液を加え、湯浴上で加熱しながら

よくかき混ぜた。 

(2) 全体がもったりしてきたら、液体にしたステアリン酸を加えて再びかき混ぜた。 

(3) グリセリン、エタノール、砂糖水等を加えて軽くかき混ぜた。 

(4) ざるで濾して、型入れした。そして、冷凍庫で急冷した。 

(5) 固まったら冷凍庫・型から取り出し、1～4週間程度熟成させた。 
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５．結果 

表１ 材料の割合と評価                             ［単位；％］ 

  パ ー ム 油 ひ ま し 油 や し 油 ス テ ア リ ン 酸 オ レ イ ン 酸 グ ラ ニ ュ ー 糖 グ リ セ リ ン エ タ ノ ー ル 精 製 水 色 透 明 性 

① 0.0  4.6  28.4  7.1  0.0  14.3  15.6  15.6  14.3  黄色 ○ 

② 0.0  4.8  28.0  7.2  0.0  13.7  15.0  17.7  13.7  黄色 ○ 

③ 0.0  10.7  28.4  10.7  0.0  7.1  14.2  49.8  18.8  白 × 

④ 30.2  18.1  12.1  0.0  0.0  17.3  23.9  24.8  19.4  黄色 △ 

⑤ 0.0  0.0  24.9  0.0  10.7  8.5  7.8  21.7  6.4  黄白 △  

 

 

 

 

 

図４ ①      図５ ②      図６ ③      図７ ④      図８ ⑤ 

 

６．考察 

(1) ステアリン酸の量について 

ステアリン酸の割合が多いと白くて固い石鹸になり、また泡立ちが悪かったので、この石鹸は結晶

分子のかたまりが大きいと考えられる。 

ステアリン酸はエタノールに溶けてアルカリと反応するが、ステアリン酸の量が多いと温度を上げ

ないとすぐには溶けない。しかし、温度を上げるとエタノールがたくさん揮発してしまうためバラン

スのとれた割合を考える必要があると考える。 

(2) 材料について 

  パーム油よりもステアリン酸のほうが量的に少ない量で透明な石鹸を作れると考えられる。 

(3) 熟成について 

石鹸の中に白い粒が残っているものがあった。これは熟成が浅く、鹸化しきれなかった油脂である

と考えられる。 

(4) 透明化剤と色について 

  薄黄～茶色に着色したのは、使った油脂の色がそのまま残ったと考えられる。無色な油脂を用いる、

また透明化剤の割合を多くすると油脂の色の影響が少なくなり、より無色透明な石鹸ができると考え

られる。 

 

７．今後の課題 

(1) さらに無色透明に近い石鹸をつくる。 

(2) 油脂などの混合脂肪酸ではなく単体脂肪酸の割合で透明になる条件を探す。 
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